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わ
が
街
を
も
っ
と
よ
く
知
ろ
う
！

街
め
ぐ
り
シ
リ
ー
ズ　

そ
の
２

第
二
回
目
は
旧
谷
和
原
地
区
の
桜
の
名
所
と
見
ど
こ
ろ
め
ぐ
り

　

平
成
22
年
11
月
13
日
に
実
施
し
た
第
一
回
の
街
め
ぐ
り
（
旧
伊
奈
地
区

の
史
跡
や
市
民
活
動
施
設
）
は
、
旧
谷
和
原
地
区
や
み
ら
い
平
地
区
の
新

し
い
市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
で
大
変
好
評
で
し
た
。
第
二
回
目
は
、
主

と
し
て
谷
和
原
地
区
の
お
花
見
の
名
所
や
、
古
民
家
や
文
化
財
の
あ
る
福

岡
の
お
寺
な
ど
、
お
花
見
を
楽
し
み
な
が
ら
「
わ
が
街
を
も
っ
と
よ
く
知

ろ
う
」
と
い
う
街
め
ぐ
り
シ
リ
ー
ズ
の
事
業
を
企
画
し
ま
し
た
。

▼
日
時
…
４
月
２
日
㈯

※
雨
天
の
場
合
は
日
程
変
更
あ
り

▼
集
合
場
所
…
伊
奈
庁
舎
前
…
…
…
…
…
…
…
…
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　

み
ら
い
平
駅
前
…
…
…
…
…
…
…
午
前
８
時
40
分

　
　
　
　
　
　

谷
和
原
庁
舎
前
…
…
…
…
…
…
…
午
前
８
時
50
分

　
　
　
　
　
　

小
絹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
…
午
前
９
時
10
分

▼
見
学
予
定
場
所
…
小
絹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
絹
の
台
さ
く
ら
公

園
、
古
民
家
（
松
本
邸
）、
福
岡
大
楽
寺
（
文
化
財
・
木
造
阿
弥
陀
如

来
像
な
ど
）、福
岡
堰
さ
く
ら
公
園
、Ｊ
Ａ
直
売
所
「
み
ら
い
っ
娘
」（
買

い
物
）

▼
定
員
…
申
し
込
み
順
に
40
人

▼
費
用
…
１
０
０
０
円
（
お
花
見
弁
当
、
お
茶
、

　

保
険
料
な
ど
）

▼
主
催
…
つ
く
ば
み
ら
い
市
文
化
協
会

▼
申
し
込
み
方
法
…
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
書
い
て

　
『
つ
く
ば
み
ら
い
市
文
化
協
会
事
務
局
』
宛
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間
…
３
月
１
日
㈫
～
25
日
㈮

※
結
果
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
申
込
先
…
つ
く
ば
み
ら
い
市
文
化
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）　

〒
３
０
０
‐
２
４
９
２　

つ
く
ば
み
ら
い
市
加
藤
２
３
７

　

☎
…
58
‐
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
…
52
‐
６
０
２
５

県
指
定
文
化
財

　
　
「
不
動
院
楼
門
」
の
修
理
状
況
（
５
）

　

  

谷
和
原
庁
舎
生
涯
学
習
課　

☎

58
︲
２
１
１
１
（
内
線
８
２
１
４
）

問

修復される仁王像

「不動院楼門」修理工事、見学してきました！
　現在、解体工事修理が進められている「不動院楼門」で、昨年の12月に

不動院ご協力のもと、一般の方を対象に見学会が行われました。見学会では、

まず解体中の様子や、墨書の書かれた部材などの写真をパネルに掲示し、資

料とともに組み立て工事までの経過を説明。また、楼門に装飾されている龍

や鳥などの、彫刻修理の基になる貴重な下絵も展示されました。

　工事現場では、屋根部分の足場まで上がり、修理を請け負っている㈱石川

工務店代表の石
いしかわ

川 明
あきら

氏から、文化財修理の工法や、修繕した材料などの説

明を受けました。また、実際に書かれてある墨書などを見学しました。
　参加者の方々も熱心

に写真を撮ったり、質

問をしていました。文

化財修理の様子を間近

で見ることで、先人た

ち の 苦 労 や、 職 人 の

方々の高い技術、そし

て、文化財保護の大切

さなどが分かっていた

だけたと思います。 説明を熱心に聞き入る参加者の皆さん

　

不
動
院
の
楼
門
を
正
面
か
ら
見
る

と
、
門
の
左
右
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

大
き
な
仁
王
像
が
立
っ
て
い
ま
す
。

阿あ

・
吽う
ん

の
形
を
成
す
こ
の
二
体
の
像

は
、
今
回
の
楼
門
修
理
と
同
時
に
修

復
を
行
う
た
め
、門
か
ら
搬
出
さ
れ
、

現
在
、
日
光
市
の
工
房
で
修
復
作
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
搬
出
の
際
の

調
査
で
は
、
吽
う
ん
ぎ
ょ
う形
の
仁
王
像
の
首
に

墨
書
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
、
元
禄
８
年
に
「
寂
じ
ゃ
く
げ
ん幻

」
と
い

う
仏
師
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
寂
幻
」
は
常
総
市
や
石
岡

市
で
も
事
績
が
あ
り
東
京
都
国
分
寺

市
の
十
二
神
将
像
を
造
っ
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
、
元
禄
期
を
代
表
す
る
仏

師
の
一
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
注
）。

　

こ
れ
ら
の
仁
王
像
で
す
が
楼
門
と

は
別
と
な
り
、
ま
だ
文
化
財
の
指
定

を
受
け
て
お
ら
ず
、
修
復
は
不
動
院

の
単
独
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
今
回
新
た
に
発
見

さ
れ
た
調
査
結
果
を
基
に
、
指
定
文

化
財
と
な
る
よ
う
審
議
を
進
め
る
予

定
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
仁
王
像
は
、
足
か
ら

頭
ま
で
の
高
さ
が
２
ｍ
85
㎝
あ
り
、

台
座
を
含
め
る
と
３
ｍ
を
超
え
る
高

さ
に
な
り
ま
す
。
楼
門
の
修
理
と
同

時
に
修
復
さ
れ
る
二
体
の
仁
王
像
で

す
が
、
こ
の
大
き
な
像
を
ど
の
よ
う

に
、
門
の
中
か
ら
出
し
入
れ
し
た
の

か
を
考
え
た
り
す
る
と
、
ち
ょ
っ
と

面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
注
）「
水
海
道
の
仏
像　

水
海
道

市
仏
像
彫
刻
悉
皆
調
査
報
告
書　

山

本
勉　

著
」　
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